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１２月  モニターレポート 担当出張所  高槻 

担当区間 淀川中流右岸 

三島江河川公園～檜尾川合流点（右岸23.0km～28.2㎞） 

モニター実施日時 令和元年１２月１１日（水）14時～15時30分 

天  候 晴  

（見出し） 

・淀川河川公園から芥川を登り城西橋まで植物の状態を調査報告します 

 

１２月１１日 

・このレポートは初夏に始まり、秋を経て初冬になりました。 

その間に淀川河川公園の植生の変化を目の当たりにしてきました。青々と茂った草木は茶色に変化し、子孫に

なる種を残して、今まさに深い眠りにつこうとしているその様子を報告いたします。 

 

・いつものモニターセット（カメラ・双眼鏡・メモ用紙・水）を持って出発。平日の昼間とあってさすがに人

は少なく、殺風景な初冬の景色が広がります。その中をよく観察すると植物の息吹があちらこちらに。 

 

野バラの実は赤色をますます濃くして黒ずんで

きています。こうして、やがて葉も茶色になって 

枯れて木も冬眠するのですね。 

夏には人の背丈をはるかに超えるぐらい高く茂

っていた葛。葉はすっかり茶色になり蔓の勢いも

ありません。こちらも根を張って冬支度です。 
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 船着き場あたり。夏に来た時、こ

この茂みの上に大水で流されたペッ

トボトルなどのゴミがありました

が、その大半は枯草に隠れて目立た

なくなっていました。片づけられた

わけではないので、複雑な気持ちに

なりました。 

 

 

 

 

 

 

最後の力を振り絞るかのように 

ススキが風に揺れて種を飛ばしてい

ます。一面枯草になった河原はまさ

に冬の景色です。いつもならジョギ

ングやサイクリングの人にすれ違い

ますが、今日はまだ誰にも出会って

いません。寒いとやはり室内にこも

るのでしょうか。 

 

 

 

 

 河川公園から西へ行き、芥川を

上っていきます。河原一面に揺れる

ススキがとてもきれいでした。まだ

らに見えるもう一つは「セイバンモ

ロコシ」もしくは「葦」。どちらも

ふさふさ揺れてきれいでした。 

土手はきれいに草刈りされていま

した。 
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きれいに草刈りされているのです

が、なぜか水際に近いところは残して

ありました。不思議に思ってよく見る

と、刈残した部分は土手ではなく川の

中から生えた草でした。これはびっく

り、大発見でした。 

 

 

 

 

 

 

 

植物の力に驚きながら、尚もよく見

ると水の中から木が生えていました。

ちょっとした茂みになっていてこれ

またびっくりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

芥川の水面を泳ぐ黒い水鳥。くちばしが白いこの鳥は「オオバン」。草の陰で、川の真ん中を悠々と、あちこ

ちで泳いでいて、目視で１２羽まで数えました。今までいたのかどうかわかりませんが、今回初めて気づきまし

た。 
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ここは城西橋の真下。サギが１羽。エサの魚

を探しているのかと思いましたが、5分ほどずっ

とこの姿勢のままでした。橋の少し上の方にも

う1羽いましたが、同じくじっとしていました。

退屈しないのでしょうか。見ているこちらは退

屈しますが。 

 

 

 

 

 

河川公園から芥川城西橋までモニターしました。茂っていた草が枯れて、茶色になった木の葉も散り始めてい

ました。景色から植物の勢いは感じられませんが、草木が枯れていきやがてまた新しい芽吹きへとつながってい

くのかと思うとこれもまた楽しみです。水際で、水中から伸びていく雑木の逞しさや延々と蔓を伸ばしていく葛

の力強さに驚きました。植物が茂り、野鳥が集う河川敷は生命の宝庫です。この自然とうまく共生できるように

願いながら12月の報告といたします。 

 

（意見・感想・処置等） 

12月のレポートありがとうございます。 

河川敷に繁茂していた青々とした植物もすっかり茶色に変わり、冬らしくなりましたね。草刈りも終わり、一面

見渡す事が出来るこの時期は河川敷の小さな変化にも気づきますよね。 

ペットボトルなどのゴミは、不法投棄や漂流によって堆積されたものです。繁茂していた時期は見えませんが、 

実際に目の当たりにすると、とても残念な気持ちになります。特に河岸近くのゴミは足場が悪く回収するのが難

しいです。近年、生態系に悪影響を及ぼすマイクロプラスチック問題が取り上げられています。危機感を持って

いれば自然とゴミも減るはずなのですが、なかなか無くならないのが現状です。 

自然を大切にしたいという気持ちを持っていただきたいものです。 

野鳥の写真、ありがとうございます。オオバンやサギ以外にも淀川の河岸では、カンムリカイツブリ、カワウが

目撃されております。次回見れるといいですね。 

それでは、来年のレポートも宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


